
【はじめに】兵庫県臨床検査技師会の精度管理調査（兵臨

技サーベイ）は今年度で 41回目を迎える。臨床化学検査で
は目標値を設定して評価するターゲットバリュー方式で評

価を行い、全項目目標値設定も今年度で 14回目である。サ
ーベイに用いる試料は、市販の管理試料の他にプール血清

を使用している。近年ドライケム試薬やベットサイド機器

（POCT検査機器）が増加しているとともに、地域包括化
ケアシステムの導入によりクリニックなどの精度管理調査

の需要も増大している。今回プール血清においてドライケ

ム試薬もウエット試薬と共通の目標値を採用するとともに、

検査機器の使用目的（精度）に合わせて許容幅を設定して

解析を行ったので報告する。

【解析方法】日本臨床検査技師会の精度管理システム

（JAMTQC）を利用して解析を行った。目標値は正確度や
精度が確認されている 6施設で測定し、最大値と最小値を
除去した 4施設の平均値を用いた。兵臨技サーベイの評価
は Aから Cの 3段階で行い、許容幅は「臨床検査精度管理
の定量検査評価法と試料に関する日臨技指針」から現在の

技術水準を考慮した施設間の許容誤差限界をもとに設定し

た。Na、K、Cl、CRPについては、ウエット試薬使用機器
のうち POCT検査機器等で、評価 Bの許容幅を Na（3.3% 
→ 6.4%）、K（5.5% → 7.3%）、Cl（5.9% → 7.4%）、
CRP（15.7% → 20.0%）と設定した。ドライケムについては、
全ての項目で目標値は共通のものを使用し、検査機器に応

じた許容幅を設定した。

【結果】ウエット試薬使用機器において、令和 2年度の評
価 Cの数は 8件（総数 2657件）で、令和元年度の 28件
（総数 2581件）と比較すると減少した。またドライケムに
おいては、令和 2年度の評価 Cの数は 6件（総数 211件）
で、令和元年度の 13件（総数 254件）と比較すると減少し
た。

【まとめ】POCT検査機器等に対してより妥当な許容幅を
設定することで、分析機器の性能に応じた評価が可能とな

り、プール血清では、すべての検査機器で共通の目標値を

用いた評価が可能となった。
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